
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

10,569 10,569

ふるさと祭り来
場者数50千人
ふれあい雪祭り
来場者数15千人
北の酒まつり来
場者数20千人
全体支出に対す
る自主財源の割
合　28%（前年
度割合より高め
る）

ふるさと祭り来
場者数・ふれあ
い雪祭り来場者
数・北の酒まつ
り来場者数　0
人（中止）
全体支出に対す
る自主財源の割
合　17%

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は当初設定したイベント来場者数及び自主財源割合の目標を達成することができなかった。主な原因として、新型コロナウイルス感染症対策
のため観光イベントを中止したこと、観光地域づくり推進事業の終了により自主財源（北海道観光振興機構補助金）が減少したことが考えられる。今後
についても、観光協会が観光振興の中核組織として機能するため、会員の拡大や収益事業の展開など自主財源の確保に向けた取組が求められるものの、
体制や財源等、運営基盤の強化に向けた支援は引き続き必要となることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

観
光
振
興
課

観光振興事業

市の観光振興を図るため、一般社団法人
北海道きたひろ観光協会が実施する各種
イベントや観光資源の紹介・宣伝等の事
業及び運営を支援する。

イベント等の共催・後援・協賛
観光協会に対する交付金の交付

北広島ふるさと祭り・北の酒ま
つり・ふれあい雪まつり　新型
コロナウイルス感染症対策のた
め中止

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-5 観光の振興・シティセールスの推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-5-1 観光資源や地域人材の発掘・活用



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

601 601

都市型観光推進
協議会の開催
2回
観光入込客数
1,000,000人
HPビュー数
50,000

都市型観光推進
協議会の開催
2回
観光入込客数
905,300人
HPビュー数
45,185

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は当初設定した観光入込客数及びHPビュー数の目標を達成することができなかった。主な原因として、緊急事態宣言等を受け観光客の受入を
停止した施設が複数あったこと、新型コロナウイルス感染症対策のため観光プロモーションの機会が減少したことが考えられる。各種プロモーションは
コロナ禍ではWEB開催が主流だったが、現在は感染症の状況を踏まえて規模を縮小した開催も増え、今後はアフターコロナに向かってプロモーションの
機会は増えていくものと見込まれる。本市においては、ボールパーク開業を控えており、交流人口の拡大等に向けて継続した取組が必要となる。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

観
光
振
興
課

都市型観光推進事業

地域資源、観光資源を活用した良好な都
市イメージの創出と効果的なプロモー
ションを展開するとともに、集客施設や
宿泊施設と連携した都市型観光推進事業
を実施し、交流人口の増加を図る。

Webやパンフレット等による情報
発信
各種プロモーション
都市型観光推進協議会の運営 2
回
広域観光の推進（北海道ゴルフ
ツーリズムコンベンション、
さっぽろ連携中枢都市圏ほか）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-5 観光の振興・シティセールスの推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-5-3 観光コンテンツの創造とプロモーションの推進



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

3,370 1,676 369 1,325

観光入込客数
1,000,000人
ツール・ド・キ
タヒロの参加者
80人
レンタサイクル
の利用者数
600人

地方創生推進
交付金

物品貸付収入
他

観光入込客数
905，300人
ツール・ド・キ
タヒロの参加者
0人（中止）
レンタサイクル
の利用者数
411人

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度は当初設定した観光入込客数及びレンタサイクル利用者数の目標を達成することができなかった。主な原因として緊急事態宣言等を受け、観
光客の受入を停止した施設が複数あったことが考えられる。今後は、観光協会や他自治体、民間企業との連携などにより、サイクルツーリズムの推進を
効率的に実施し、経済性に配慮した事業運営を検討する必要がある。

二次評価についての
コメント

観光協会や民間企業等と連携した効果的な事業運営を検討すること。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

観
光
振
興
課

サイクルツーリズム
推進事業

観光客等の誘客による交流人口の拡大を
図るため、レンタサイクルの実施、市内
サイクルイベント（ツール・ド・キタヒ
ロ）の開催や観光プロモーションを行
う。

サイクルスタンドの設置　14か
所
多言語翻訳機の設置
レンタサイクル利用者数　411人
（緊急事態宣言の発令等により
79日間貸出中止）
サイクル冊子への広告掲載
ツール・ド・キタヒロ　新型コ
ロナウイルス感染症対策のため
中止

見直し 見直し

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 5 活力みなぎる産業と交流のまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 5-5 観光の振興・シティセールスの推進
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 5-5-3 観光コンテンツの創造とプロモーションの推進


